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ンE軟膏ノ塗際ノミ zテ治癒セルモノハ35%ナノレユ謝シ， Lワクチ y守軟膏ノ方J、19.4%エシテ. ~p チ爪／
関係有無＝閥ラズLコクチゲン守軟膏ノ方優秀ナル経過7 トリタノレモノ多数ナリ。












出アリ，境界明瞭，之ヲ覆 7皮膚ノ、緊張シ~＂＇＂ L Pすイド1ナリ。縛動ナシ。左p、型車立スノレモ奉上セラ
レズ，外E悪道ハ狭小トナレルモ聴力＝異常ナシ。鯛診7.Jレユ温度上昇アリ。硬度ハ一般＝弾性軟，波動著














スルLイムペヂン寸陽性ノ ：＼ae¥'us sarcomatosis トゾ J Gen巴seヲ同ジクスルモノト考ヘラル。
頚部淋巴腺腫張中ュ見出サレタノν癌腫ノ 1例



























































ヨP15 cm上部／約1m) ＝－切断Iヲ加へ型ノ女日夕不全勝置術ヲ行ヘリ。しへJレユア寸ユノ、 Bassini氏根治手
術ヲ施ス。経過ハ順調ユシテ15日目＝退院セリ。
本例＝於テモ 1) Iヘルェア「門ノ異常＝大ナリシ事。 立）腸間膜ノ長カリシ事ガ逆行性棋
頓誘因ノ主要因ト認ム。
最様突起ノ X線検査ニ就ア
吉 田 久 士（京都外科集談合昭和10年10月例曾所演）
膏々／ i怠様突起遺影法ハ，検査前日ノ夕食後ヨリ絶食セシメ 2 翌早朝6時ニ25%硫酸Lマグネシウム寸溶


































l王 山 旬、 三（京都外科集談合昭和10年10月例曾所演）
縦紅白包造量三党＼Ji]:腸法＝依ヴテ廻盲音Iノ検栄子行ヒ，特：＝弐ノ：；鮎＝就干テ謹プ。（幻燈＝テ潟民供°I)
1) 廻盲弊閉鎖不全＝就テ。
2）旭盲部V字透明帯ノ後見，本態並ピ＝臨床的意義。
:I) 砲盲高等ノ現出方法。（這ツテ愛表ノ橡定）
